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・
各
専
門
部
で
夏
の
学
習
会
始
ま
る

2014年7月1日（火） 第1862号（ 1）

兵庫県教職員組合
代表者

６
月
13
日
、
兵
教
組
は
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
第
２

５
８
回
中
央
委
員
会
を
開
き
、
９
月
ご
ろ
ま
で
の

当
面
す
る
運
動
の
展
開
、
今
年
度
の
予
算
な
ど
に

つ
い
て
、
討
議
の
上
、
決
定
さ
れ
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
泉
雄
一
郎
執
行
委
員
長

は
討
議
に
供
す
る
素
材
と
し
て
４
つ
の
論
点
を
提

起
し
た
。（
要
旨
参
照
）

ま
た
、「
憲
法
改
悪
の
動
き
に
反
対
し
、
ゆ
た

か
な
教
育
を
守
る
特
別
決
議
」
が
、
中
央
委
員
に

よ
る
力
強
い
拍
手
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
。

Ⅰ．�人間ドック

①�交通費を支給（共済規定による額）
②�オプション検査である動脈硬化ドック（３，７８０円：
税込み）が無料【本部補助事業】
③�支部事業の人間ドックにおいて、特定保健指導が
必要であると受診結果により判定された場合、ドッ
ク同日に特定保健指導の受診が可能
（脳ドックコースについては、特定保健指導の予約
が可能）

Ⅱ．�特定健診等

①�特定健診・特定保健指導に際し、交通費を支給（共
済規定による額）

②�特定健診の法定項目にプラスして、貧血検査・胸部
Ｘ線検査・心電図検査を実施（自己負担なし）

③�特定健診のオプション検査として動脈硬化ドック
を実施（全額自己負担）

④�特定保健指導が必要であると受診結果により判定
された場合、特定健診同日に特定保健指導の受診
が可能

Ⅲ．�一般診療等

①�１ヶ月の支払上限は、入院・外来それぞれの医科・
歯科ごとに２万５千円

②�初診に係る特別料金【特定療養費２，６００円（税込
み）】が免除

③�以下の費用が半額
・�室料差額【個室料金７，２３６円～２０，５２０円（税込み）
が半額】
・�分娩入院時の分娩料（分娩料以外の自費料金【保
険点数換算分】については一般の１割引）
・�文書料
④�各種自費診療が一般の１割引（体外受精・不妊相
談・化学的しみ取り等）

⑤�入院・退院時の交通費を支給（共済規定による額）
⑥�直営病院人間ドック後の二次健診に際し、交通費
を支給（要精検の指示がある場合のみ、来院１回
に限り共済規定による額を支給）
⑦�歯科口腔外科において虫歯治療の受け入れ
⑧�時間外初診患者の受け入れ
⑨�各種相談
・�声がれ相談（耳鼻咽喉科―保険点数換算により本
人３割負担）
・�メンタルヘルス相談（心療内科―無料）
・�セカンドオピニオン相談（各診療科―無料）
⑩�教員職場復帰支援事業の実施（兵庫県・神戸市・
大阪府・京都府・堺市・大阪府豊能地区）

● 復職支援プログラム事業

①プレ出勤制度（継続）
②�リワーク支援プログラム（一部見直し）
・�リワーク支援プログラム（「職場復帰トレーニング」の
見直し）

　　�精神疾患で療養している方で、職場復帰をめざす教員

を対象としたプログラム

・�教員フォローアッププログラム（新）
　　�精神疾患から復職した教員を対象としたプログラム

・�プレリワークプログラム（新）
　　�遠距離で復職支援プログラムを受けられない人にも気軽
に受けて頂くプログラム（近畿中央病院職員の出向＜神戸

市・加古川市内を予定＞によるサポート）

● メンタルヘルスチェック

近畿中央病院での人間ドック受診者のみから、指定年齢
制に拡充
・�対象者：新規採用者、採用２年目、指定年齢者（２５、３０、
３５、４０、４５、５０歳）
・�実施方法：専門業者より対象者にチェックシートを送
付、うつ状態やストレス要因を分析し、本人に返送

※�うつ度、ストレス度が良好でない場合は無料カウンセリング
（支部メンタルヘルス相談センターもしくは近畿中央病院メ
ンタルヘルスケアセンター）受診について案内。問題がな
かった場合はストレスを感じた際のリラックス方法などの
資料を添付

・上記の復職支援プログラム事業に関するお問い合
わせは、県教育委員会事務局教職員課まで（TEL：０７８-
３６２-３７４９）。
・メンタルヘルスチェックに関するお問い合わせは、公
立学校共済組合兵庫支部まで（TEL：０７８-３６２-３７６３）。近畿中央病院

公 立 学 校 共 済 組 合
〒６６４-８５３３　兵庫県伊丹市車塚３-１　　TEL：０７２-７８１-３７１２

私たちと同じ日教組の仲間が働く病院

近畿中央病院を利用しよう！
（組合員及びその被扶養者）

公立学校共済組合 組合員優遇制度のご紹介

人
が
生
き
る
こ
と
が
確
か
な
県
政
を
め
ざ
し
て

安
定
し
た
雇
用
・
労
働
環
境
の

整
備
、
何
よ
り
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
（
生
き
が
い
）
の

理
念
を
生
か
し
た
労
働
政
策
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

ま
た
、
95
年
に
未
曽
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
を

推
進
す
る
た
め
、
当
時
、
産
業

労
働
常
任
委
員
会
委
員
長
と
し

て
被
災
者
の
声
を
聴
き
、
で
き

得
る
施
策
を
取
り
上
げ
、
前
例

主
義
で
は
な
く
、
目
の
前
の
事

象
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か

と
い
う
迅
速
性
が
も
と
め
ら

れ
、
早
々
に
「
雇
用
・
経
済
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
兵
庫
県
一
丸
と
な
っ

て
の
と
り
く
み
で
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
年
は
、「
心
の
ケ
ア

法
の
整
備
が
す
す
み
、
女
性
政

策
前
進
の
気
運
が
あ
り
ま
し

た
。
兵
庫
県
で
も
、
女
性
セ
ン

タ
ー
設
置
や
男
女
共
同
参
画
条

例
を
制
定
し
、
男
女
平
等
意
識

が
高
ま
り
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
等
の
女
性
就
労
施
策
に

光
が
当
た
り
出
し
ま
し
た
。

今
、
国
に
お
い
て
、
労
働
法

制
の
見
直
し
が
表
面
化
す
る

中
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働

力
不
足
を
理
由
に
、
成
長
戦
略

と
し
て
「
女
性
の
活
躍
」
を
掲

げ
る
な
ど
、
矛
盾
だ
ら
け
の
政

策
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
教
職

時
代
、
育
児
休
業
法
も
な
く
子

育
て
に
悩
み
、
離
職
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
仲
間
の
こ
と
を
思

い
出
す
に
つ
れ
、私
の
役
割
は
、

女
性
も
男
性
も
す
べ
て
の
人
の

１
９
８
７
年
に
県
議
会
議

員
選
挙
に
初
出
馬
し
た
時
、

「
人
が
生
き
る
こ
と
が
確
か

な
県
政
を
め
ざ
し
て
」
を
掲

げ
、
こ
の
言
葉
に
こ
だ
わ
り

な
が
ら
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
79
年
に
女
性
差
別
撤

廃
条
約
が
国
連
で
採
択
さ

れ
、
日
本
に
お
い
て
も
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
・
男
女

共
同
参
画
基
本
法
等
、
国
内

元
年
」
と
も
言
わ
れ
、
兵
庫

の
教
育
に
と
っ
て
重
要
な
時

で
し
た
。
今
で
こ
そ
「
心
の

ケ
ア
」
の
重
大
さ
は
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
被
災
児
の

育
ち
を
確
か
な
も
の
と
す
る

教
育
復
興
担
当
教
員
を
配
置

す
る
な
ど
、
被
災
地
復
興
の

教
育
政
策
を
推
進
し
て
き
た

歴
史
が
兵
庫
県
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
歩
み
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
の
宝
で
す
。

来
年
は
震
災
か
ら
20
年
目

の
節
目
と
な
り
ま
す
。
兵
庫

県
政
・
兵
庫
の
教
育
の
柱
に

震
災
の
教
訓
を
し
っ
か
り
位

置
づ
け
、
持
続
可
能
な
兵
庫

県
実
現
の
た
め
、
活
動
・
提

言
を
す
す
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

掛水すみえ 県会議員
（西宮支部）

【交通アクセス】阪急神戸線「塚口駅」よりバスで１０分
【バス】北側改札口から北西に約１００ｍ、伊丹市営バス阪急塚口駅前
　　　 バス乗場「１番乗り場」より近畿中央病院前経由線に乗車

福崎町田原小学校　一年　神保原 佑太

（こどもの詩と絵　第34集より）

◆
平
和
憲
法
を
守
る
と
り
く
み

安
倍
首
相
は
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
に
向
け
て
、
な
り
ふ
り

か
ま
わ
ず
突
き
進
ん
で
い
る
。

解
釈
の
基
本
と
な
っ
て
い
る

日
本
国
憲
法
の
条
文
が
変
わ
っ

て
い
な
い
の
に
、
解
釈
を
変
更

で
き
る
と
い
う
の
は
、
平
和
憲

法
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の

で
あ
り
、
立
憲
主
義
の
観
点
か

ら
も
、
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。

私
た
ち
は
そ
う
し
た
立
場
か

ら
、
日
教
組
・
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０

０
人
委
員
会
と
と
も
に
、
運
動

を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

◆
人
事
院
に
よ
る

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

先
月
、
人
事
院
は
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
に
関
す
る
措

置
事
項
案
を
、
公
務
員
連
絡
会

に
提
示
し
た
。
そ
の
主
な
内
容

は
、
給
料
表
と
地
域
手
当
の
見

直
し
で
あ
る
。

05
年
の
給
与
構
造
改
革
の
際

の
人
事
院
勧
告
が
思
い
出
さ
れ

る
が
、
今
回
も
当
時
の
よ
う
な

手
法
を
強
行
し
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
地
方
の

切
り
捨
て
で
あ
る
。

人
勧
期
に
む
け
て
、日
教
組
、

公
務
員
連
絡
会
と
連
携
し
、

様
々
な
と
り
く
み
を
完
遂
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
地
方
公
務
員
法
が
、

国
会
で
改
正
さ
れ
た
。
改
正
内

容
の
主
眼
は
、
人
事
評
価
制
度

の
導
入
で
あ
る
。
兵
庫
に
お
け

る
「
教
職
員
人
事
評
価
・
育
成

シ
ス
テ
ム
」
と
、
ど
の
よ
う
な

折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
の
か

が
、
今
次
対
県
確
定
闘
争
の
大

き
な
課
題
と
な
る
。

◆
教
育
改
革
運
動

「
体
験
教
育
」「
人
権
教
育
」

「
環
境
教
育
」「
防
災
教
育
」
な

ど
な
ど
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
、
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

こ
と
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る

「
第
２
期
ひ
ょ
う
ご
教
育
創
造

プ
ラ
ン
」
も
拠
り
ど
こ
ろ
に
し

た
教
育
改
革
県
民
運
動
を
、
す

す
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
５
月
下
旬
に
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
教
職
員
組
合（
Ｏ
Ａ
Ｊ
）

の
役
員
３
人
を
招
い
て
教
育
交

流
会
を
開
催
し
た
。
兵
庫
に
お

け
る
「
い
き
る 

つ
な
が
る 

み

ち
ひ
ら
く
」
運
動
に
確
信
が
持

て
る
交
流
と
な
っ
た
。
そ
し
て

こ
の
夏
は
中
国
と
の
教
育
交
流

で
、
歴
史
の
事
実
・
真
実
に
学

ぶ
予
定
で
あ
る
。

兵
教
組
は
、
国
際
的
な
教
育

改
革
の
方
向
性
に
学
び
な
が

ら
、
教
育
研
究
活
動
を
深
化
・

発
展
さ
せ
、
安
倍
政
権
の
教
育

政
策
に
対
し
て
、し
な
や
か
に
、

し
た
た
か
に
対
応
し
な
が
ら
、

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を

保
障
す
る
と
り
く
み
を
強
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
組
織
の
強
化
・
拡
大
の

と
り
く
み

運
動
の
基
盤
は
、
組
織
力
で

あ
り
、
財
政
力
で
あ
る
。
こ
の

４
月
か
ら
地
域
手
当
が
２
％
加

算
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
県

職
労
・
兵
教
組
が
、
昨
年
の
対

県
交
渉
で
勝
ち
取
っ
た
も
の

だ
。こ
う
し
た
成
果
を
活
用
し
、

引
き
続
き
兵
教
組
加
入
促
進
の

と
り
く
み
の
強
化
を
お
願
い
す

る
。
同
時
に
、
昨
年
度
末
に
退

職
さ
れ
た
教
職
員
の
兵
退
教
協

へ
の
加
入
促
進
も
合
わ
せ
て
お

願
い
す
る
。

兵
政
連
だ
よ
り

あ
い
さ
つ
要
旨

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」の
保
障
に
と
り
く
む

第２５８回

中央委員会

「
ど
き
ど
き
　
し
ん
で
ん
ず
」

２０１３対県確定交渉の結果、メンタルヘルス対策等
の事業が拡充されました。主な内容は次の通りです。
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７
・
８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

学
習
会
等

（
保
健
・
体
育
部
会
協
力
研
究

所
員
）
の
講
演
「
養
護
教
諭
の

職
務
に
つ
い
て
（
仮
題
）」
と
、

日
教
組
養
護
教
員
部
長
の
原
美

紀
さ
ん
の
中
央
情
勢
報
告
が
あ

る
。

　
そ
の
後
、「
子
ど
も
の
悩
み

や
問
題
点
に
ふ
れ
て
」、「
子
ど

も
の
健
康
権
の
確
立
に
つ
い

て
」、「
養
護
教
員
部
運
動
の
強

化
発
展
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
各
分
科
会
に
分
か
れ
、
リ

ポ
ー
ト
を
も
と
に
協
議
す
る
。

◇
障
害
児
教
育
部

「
と
も
に
生
き
、
と
も
に
学
ぶ
」

障
害
児
教
育
の
推
進

　
７
月
25
日
・
26
日
の
２
日

間
、
奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に

て
第
48
回
日
教
組
北
陸
・
近

畿
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
障
害

児
教
育
学
習
会
が
お
こ
な
わ
れ

る
。

　
全
体
会
で
は
、
社
会
福
祉
法

人
ひ
ま
わ
り
常
務
理
事
渡
辺
哲

久
さ
ん
の
記
念
講
演
と
、
日
教

組
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
部
長

下
坂
千
代
子
さ
ん
の
情
勢
報
告

が
あ
る
。

職
員
の
仕
事
を
考
え
る
」、「
学

校
事
務
労
働
の
あ
り
方
・
研
修

に
つ
い
て
」、「
組
織
強
化
と
事

務
職
員
制
度
の
確
立
を
め
ざ
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
各
地
区
の
リ

ポ
ー
ト
報
告
を
も
と
に
分
科
会

で
の
討
議
を
深
め
る
。

◇
養
護
教
員
部

子
ど
も
た
ち
の
健
康
権
保
障
に

む
け
て
話
し
合
う

　
８
月
６
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル

に
て
兵
教
組
養
護
教
員
部
第
54

回
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が
お
こ
な

わ
れ
る
。

　
全
体
会
で
は
、
広
島
文
化
学

園
大
学
教
授
の
岡
本
陽
子
さ
ん

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が
お
こ
な
わ
れ

る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
団
結

し
て
つ
な
が
ろ
う
！
３
つ
の
愛

を
大
切
に
～
で
あ
い
・
ふ
れ
あ

い
・
さ
さ
え
あ
い
～
」。

　
講
座
Ⅰ
で
は
、「
一
人
職
」

と
呼
ば
れ
る
事
務
職
員
や
栄
養

教
諭
、
養
護
教
諭
と
、「
一
般

教
諭
」
の
協
働
に
つ
い
て
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
。

　
講
座
Ⅱ
で
は
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
２
０
１
４
」、「
ア
ウ
ト
ド

ア
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」、「
マ
ウ
ン

テ
ン
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」、「
音

楽
に
平
和
の
願
い
を
込
め

て
！
」、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ス

ク
ー
ル
」、「
福
祉
施
設
体
験
！

み
ん
な
と
と
も
に
…
」
の
６
講

座
に
わ
か
れ
て
の
参
加
型
体
験

学
習
・
体
験
活
動
を
お
こ
な

う
。

　
講
座
Ⅲ
で
は
、
職
場
実
態
や

組
合
活
動
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

討
議
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

◇
事
務
職
員
部

「
子
ど
も
の
学
習
権
保
障
を

め
ざ
す
学
校
事
務
の
創
造
」

　
７
月
29
日
・
30
日
の
２
日

間
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
に
て
第
42

回
兵
庫
県
学
校
事
務
研
究
集
会

が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
全
体
会
で
は
「
私
た
ち
を
と

り
ま
く
諸
課
題
に
つ
い
て
　
～

地
方
公
務
員
を
め
ぐ
る
情
勢
～

（
仮
題
）」
を
テ
ー
マ
に
日
教
組

中
央
執
行
副
委
員
長
の
小
西
清

一
さ
ん
の
中
央
情
勢
報
告
と
、

「
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
を
考
え

る
～
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
に
む
け
て
～
」
と
題
し

て
池
田
啓
子
副
委
員
長
に
よ
る

講
演
を
予
定
し
て
い
る
。

　
分
科
会
で
は
、「
学
校
事
務

　
第
１
部
で
は
鹿
児
島
県
立
短

期
大
学
の
田
口
康
明
さ
ん
の
講

演
「
こ
れ
か
ら
の
公
立
幼
稚
園

の
あ
り
方
～
新
制
度
実
施
を
見

す
え
た
教
育
の
つ
な
が
り
づ
く

り
～
（
仮
題
）」
が
あ
る
。

　
第
２
部
で
は
「
教
育
の
つ
な

が
り
を
つ
く
る
幼
小
連
携
と

は
」
を
テ
ー
マ
に
、
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
関
係
者
と
小
学

校
教
員
が
グ
ル
ー
プ
討
議
を
お

こ
な
う
。

◇
臨
時
採
用
教
職
員
部

課
題
解
決
に
む
け
て

　
８
月
27
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル

に
て
夏
季
学
習
会
が
お
こ
な
わ

れ
る
。

　
全
体
会
で
は
、
職
場
実
態
ア

ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
を
も
と

に
、
こ
れ
ま
で
の
と
り
く
み
に

つ
い
て
問
題
提
起
が
あ
る
。

　
分
散
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
受
け
て
、
職
場
・
支

部
間
の
実
態
交
流
が
お
こ
な
わ

れ
る
。
ま
た
、
待
遇
改
善
、
組

織
強
化
・
拡
大
に
む
け
て
の
主

体
的
な
と
り
く
み
に
つ
い
て
交

流
を
お
こ
な
う
。◆

　
分
科
会
で
は
「
就
学
と
学
習

の
権
利
保
障
」、「
教
育
内
容
の

創
造
と
集
団
づ
く
り
」、「
進
路

保
障
」、「
寄
宿
舎
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
報
告
を
も
と
に
討
議

さ
れ
る
。

◇
栄
養
教
員
部

語
り
継
ご
う
！

兵
教
組
栄
養
教
員
部
運
動

　
８
月
１
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル

に
て
第
26
回
栄
養
教
員
部
夏
季

学
習
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
午
前
は
日
教
組
組
織
・
労
働

局
長
藤
川
伸
治
さ
ん
に
よ
る
講

演
「
栄
養
教
職
員
を
取
り
巻
く

全
国
情
勢
及
び
免
許
更
新
制
度

に
つ
い
て
」、
午
後
は
栄
養
教

員
部
を
め
ぐ
る
課
題
を
テ
ー
マ

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
お
こ
な

わ
れ
る
。

◇
幼
児
教
育
部

新
制
度
実
施
に
む
け
て

　
８
月
９
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル

に
て
学
習
会
が
お
こ
な
わ
れ

る
。

◇
女
性
部

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
～

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

　
７
月
25
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル

に
て
兵
教
組
女
性
部
サ
マ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
お
こ
な
わ

れ
る
。

　
働
く
女
性
を
め
ぐ
る
情
勢
や

課
題
を
学
び
、
生
き
方
や
働
き

方
に
つ
い
て
考
え
、
多
様
な
働

き
方
の
で
き
る
職
場
づ
く
り
と

女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
男
性

の
意
識
改
革
と
青
年
層
へ
の
運

動
の
継
承
の
た
め
、
女
性
組
合

員
だ
け
で
な
く
、
男
性
・
青
年

層
も
含
め
た
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　
午
前
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
藤
原
寛
子
さ
ん
に
よ
る

講
演
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な

い
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
（
仮

題
）」
が
あ
る
。

　
午
後
は
兵
庫
教
育
文
化
研
究

所
男
女
共
生
教
育
部
会
に
よ
る

講
座
「
誰
も
が
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
対
等
な
関
係
づ
く

り
の
た
め
に
」
の
後
、「
職
場

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～
誰
も

が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

～
」、「
わ
た
し
の
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」、「
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
に
～
女
性
部

運
動
の
あ
ゆ
み
～
」
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
招
き
、
分
科

会
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

◇
青
年
部

青
年
教
職
員
の
連
帯
強
化
と

教
育
力
量
の
向
上
を

　
7
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の

3
日
間
、
県
立
南
但
馬
自
然
学

校
に
て
、
兵
教
組
青
年
部
サ

昨年度教育課程編成講座（保健・体育部会）

各
専
門
部
で
夏
の
学
習
会
始
ま
る

兵
教
組

◇
教
育
課
程
編
成
講
座

「
わ
か
る
授
業
・
た
の
し
い
学
校
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て

　
８
月
７
日
・
８
日
の
２
日

間
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
お
よ
び
神

戸
市
教
育
会
館
に
て
第
41
回
教

育
課
程
編
成
講
座
が
お
こ
な
わ

れ
る
。

　
初
日
に
開
か
れ
る
前
期
講
座

（
課
題
別
分
科
会
）
で
は
、
教

育
講
演
会
と
し
て
大
阪
教
育
大

学
の
森
実
さ
ん
（
人
権
教
育
部

会
協
力
研
究
所
員
）に
よ
る「
教

育
改
革
の
中
で
　
同
和
・
人
権

教
育
を
い
か
に
す
す
め
る
か
」

が
あ
る
。

　
２
日
目
の
後
期
講
座
（
教
科

系
分
科
会
）の
教
育
講
演
会
は
、

元
大
阪
教
育
大
学
学
長
の
長
尾

彰
夫
さ
ん
（
教
育
課
程
部
会
協

力
研
究
所
員
）
に
よ
る
「
中
央

の
教
育
管
理
体
制
に
ど
う
対
応

す
る
か
（
仮
題
）」。

　
両
日
と
も
分
科
会
で
は
、
全

国
教
研
の
還
流
や
参
加
体
験
型

の
学
習
な
ど
、協
力
研
究
所
員
、

研
究
所
員
が
運
営
す
る
講
座
が

開
か
れ
る
。

昨年度幼児教育部学習会

昨年度学校事務研究集会

（こどもの詩と絵　第34集より）

淡
路
市
多
賀
小
学
校
　
三
年

脇
田
　
航
生

き
の
う

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

か
た
に
イ
ン
コ
の
せ
と
っ
た
で

イ
ン
コ
は
、
ぼ
く
の
方
を
見
と
っ
た

通
り
す
ぎ
た
ら

ま
た
チ
ョ
コ
ン
と
と
ん
で

ぼ
く
の
方
を
見
た

ず
っ
と
見
て
た

ず
っ
と
見
て
た

ぼ
く
の
こ
と

す
き
な
ん
か
な

イ
ン
コ

「虫とり」
香美町余部小学校　一年　濱田 瑠南
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